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リスクコミュニケーション

実際にどのように化学物質を
管理しているのですか？

化学物質に関してどのように
取り組んでいるのですか？

廃棄物はどのように管理して
いますか？

新規購入時、厳しくチェックされます。購入物
質は化学物質の成分別に集計されます。

２６種類に分別しています。できる限り最終
処分（埋め立て）を減らすようにしています。

環境活動のしくみは？
環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）のしくみの中で
運用しています。

法律を守ること ・・それに加えて

工場で使ってはいけない物質

製品に含まれてはいけない物質

ソニー独自
の取り組み

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック
化学物質
リスクコミュニケーション

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック
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環境保全のために、会社自らが方針を立て、計画し、実行し、チェックし、 結果を見直す・・そしてこれを継
続していくしくみ。

自主目標

社長

方針

実施チェック

見直し 計画

その他要求事項（ソニー：ＧＭ-２００５）
環境法 ソニー（株）方針

・省エネルギー
・廃棄物削減・リサイクル
・レスペーパー
・環境汚染物質削減
・環境基準（法律）を守る

このサイクルを
回し続ける

目標・期間
をきちんと
定めます。

ＩＳＯとは… 国際標準化機構 １９４７年設立。スイスのジュネーブに本部を置く民間会社
（International  Ｏrganization  for  Standardization）

環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）

計画を実施し、予定通りかどうかチェックし、
結果を見直します。この結果が、翌年の方針に
反映されます。

環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１） ■■■ 環境保全のための国際規格 ■■■

環境側面調査

地球環境保全
Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

環 境境 側側 面面

・製 品・製 品

・重 油・重 油

・紙・紙

・電気ｴﾈﾙｷﾞｰ・電気ｴﾈﾙｷﾞｰ

・部 品・部 品

・排 水・排 水 ・排 気・排 気

・廃棄物・廃棄物

ｿﾆｰｲｰｴﾑｼｰｴｽ㈱ 美濃加茂ﾃｯｸ

（第１種ｴﾈﾙｷﾞｰ管理指定工場）

地球環境保全

化学物質
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美濃加茂テックが環境に与える影響

騒音・振動
悪臭

大気汚染

地球の温暖化

オゾン層破壊

酸性雨

フロン

硫黄酸化物
窒素酸化物枯渇

原材料・部品

エネルギー
（電力）

天然資源

廃棄物

排気ガス
蒸発

排水

水質汚濁

土壌汚染

埋立て

不足

二酸化
炭素

ＩＰＡ 鉛

環境汚染物質

製品・サービス

不要な ＯＵＴ

ソニー美濃加茂テック
事業活動

ＯＵＴＩＮ

紙

環境側面
（ ＩＮ＋ＯＵＴ＋
不要なＯＵＴ）

化学物質

メタノール
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奉仕活動（テック周辺の清掃）

１９９９年８月より毎月１回、始業前にテック周辺の清掃活動を行っています。
２００３年度は延べ８１９人が清掃活動に参加しました。

地域との交流・貢献
Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

見学受け入れ
美濃加茂テックには小学生、市民団体、企業等 様々なお客様が見学のためご来社します。

見学の目的に応じて 「総合案内コース」、「生産革新コース」「地球環境コース」等 適した

プラントツアールートを用意してお迎えし、ご案内します。

（２００３年度実績 ：９６件１４５８人受け入れ）

地域との交流・貢献

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

省エネルギー

２００4年度エネルギー使用実績
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A重油・LPガス使用量
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排水・ばい煙・騒音

●騒音

●排水

●●ばい煙ばい煙 騒音排水 ばい煙

測定ポイント

項 目 単位 法 令 協 定 自 主
管理
限界値

平均値/
最大値

ばいじん g/Nm3 0.3 - 0.24 0.011 0.01/0.01

K'値 - 17.5 - 1.0 0.18 0.07/0.10

窒素酸化物 ppm(O24％) 180 - 144 131 80/86

項 目

朝 昼 夕 深夜

法 60 65 60 50

協定値 55 60 55 50

備考 6:00～8:00 8:00～19:00 19:00～23:00 23:00～6:00

規制値(dB)

敷地境界線騒音測定

項 目 単位 法 令 協 定 自 主
管理
限界値

平均値/
最大値

水素イオン濃度（pH） - 5.8～8.6 6.0～8.4 6.1～8.3 8.2 7.9/7.9

生物化学的酸素要求量（BOD） mg/l 160(120) 25(20) 18 14.1 3.7/6.5

化学的酸素要求量（COD） 〃 160(120) 40(30) 27 23 8.3/11.0

浮遊物質量（SS） 〃 200(150) 70(50) 45 9 2.2/5.5

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱油類） 〃 5
〃 （動植物油脂類） 〃 30 4 3.2 0.5 0.5/0.5

窒素 〃 120(160) - 54 49.9 33.3/42

リン 〃 16(8) - 7.2 4.9 0.3/0.7

（ ）内は日刊平均値
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水道水・井戸水使用量
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騒音（朝・昼）
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朝（6:00～8:00） 協定値:55B

昼（8:00～19:00） 協定値:60B

dB ：聞こえる音の大きさの単位

基準：人が聞き取れる最も小さい音

を０dB

音聞こえる音の大きさが１０倍で

１０dB増える

０dB＋１０dB＝１０dB
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社会情勢・利害関係者対応社会情勢・利害関係者対応

＊循環型社会実現に向けて＊循環型社会実現に向けて
廃棄物ゼロエミッション達成（廃棄物ゼロエミッション達成（2002.112002.11月以降も継続中）月以降も継続中）

＊行政の環境保全推進活動への参画＊行政の環境保全推進活動への参画
美濃加茂市環境審議会委員任命美濃加茂市環境審議会委員任命(2001.7(2001.7 2003.9)2003.9)

Ｅ工場Ｅ工場【岐阜県環境配慮事業所岐阜県環境配慮事業所】認定認定(2000.11)(2000.11)

＊PRTRPRTR法施行法施行（’’01.401.4）
汚染物質ゼロエミッション達成汚染物質ゼロエミッション達成(2001.1)(2001.1)

＊環境情報公開の高まり＊環境情報公開の高まり
環境フェスタ岐阜出展環境フェスタ岐阜出展(2000.9),(2000.9),見学の積極的受入見学の積極的受入

環境レポート発行環境レポート発行(‘‘0000年度版年度版,’’0101年度版年度版,‘‘0202年度版年度版,‘‘0303年度版年度版)
＊ダイオキシン類や地下水汚染等の問題化＊ダイオキシン類や地下水汚染等の問題化
焼却炉の廃止焼却炉の廃止(2000.2)(2000.2)

＊関連企業及び地方自治体の認証取得支援＊関連企業及び地方自治体の認証取得支援
認証取得支援認証取得支援(1998.10(1998.10月～月～1515件 ISO14001:8ISO14001:8件 ISO9001:6ISO9001:6件 OHSMS:1OHSMS:1件）件）

ＰＲＴＲ法施行

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

ＰＲＴＲ法 安衛法 毒劇法 成分
集計値： 物質量
（ｋｇ）

備考

危険物 ｴﾀﾉｰﾙ 3146.8

○ 銀 315.7 無鉛はんだに含有

○ 鉛則 鉛 306.0 有鉛はんだに含有

第2種
有機溶剤

ｱｾﾄﾝ 77.7 レンズクリーニング用

第2種
有機溶剤

酢酸メチル 17.8 接着剤に少量含有

第2種
有機溶剤

劇 ﾒﾀﾉｰﾙ 9.9 揮発性インキに含有

劇 水酸化ｶﾘｳﾑ 9.6 ＩＣの不良解析用

特化則
第3類

劇 発煙硝酸 7.4 ＩＣの不良解析用

第2種
有機溶剤

ｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ 3.9

２００４年４月～１２月累計 主な化学物質（法規制対象）
Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

ＰＲＴＲ法：届出ＰＲＴＲ法：届出 鉛入りはんだの場合鉛入りはんだの場合

錫錫

鉛鉛
鉛の量が１トンを鉛の量が１トンを
超えると届出が超えると届出が
必要必要

は
ん
だ

は
ん
だ

年間購入量年間購入量 錫と鉛に分ける錫と鉛に分ける

製
品
製
品

この量が届出対象

リサイクル業者へリサイクル業者へ

はんだくずなどはんだくずなど

11トンをトンを
超えると超えると
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環境汚染物質（クラスⅡ・クラスⅢ）Emission量推移
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ｾﾛｿﾙﾌﾞｱｾﾃｰﾄ

ｷｼﾚﾝ

ﾒﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ
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IPA

ﾒﾀﾉｰﾙ

ﾄﾙｴﾝ

ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝ

△９９％
△９５％

１００
削減施策

１.使用の禁止
２.使用量の削減
３.代替化

２００１．２
ゼロエミッション達成

２００２．９
エミッション量９９％削減

環境汚染物質の削減

(3448kg) (3825kg)

(2898kg)

(819kg)

(71kg)

(4.6kg)

(8.9kg)

対象：ソニーが決めた物質

現在、残っているもの

メタノールのみ

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

部品点数
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製品環境 環境負荷を低減した製品づくりに努めています。

部品点数削減
総部品点数を減らして、製品の製造時および廃棄時の環

境負荷を低減しています。対象モデル（デジタル８モデ

ル）で、部品点数は２０００年度に比べ、約４６％削減

されました。

キャビネット、プリント基板にハロゲ
ンフリー難燃材（※）を使用

対象モデルＴＲＶ318

はんだの無鉛化

はんだ付け部分に環境に影響を与える恐れのあ

る鉛を含まない無鉛はんだを１００％使用してい

ます。

キャビネットには、燃やしたときに有害物質の

発生する恐れの少ないハロゲンフリー難燃剤を

使用

しています。

（※）有害な塩素、臭素（ハロゲン元素とよば

れています）などを含まない難燃剤

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

包装材
雑誌古紙再生紙を使用
カートン段ボールには、雑誌古紙再生紙を使用

しています。

緩衝材に段ボール、パルプモールドを使用
緩衝材を変更して、発泡スチールの使用を無く

しました。

8.8
12.8

45 .5

70 .0

79 .7 91.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

2001年上期 2001年下期 2002年上期 2002年下期 2003年上期 2003年下期

はんだの無鉛化率推移％

はんだの無鉛化
はんだ付け部分に、環境に影響を与える恐れのある鉛を含
まない無鉛はんだの使用を進めていきます。植物性インキを使用

カートンの印刷には、揮発性有機化合物(ＶＯＣ)ゼロ

の植物性インキを使用しています。

製品環境 環境負荷を低減した製品づくりに努めています。
Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

リスクコミュニケーション

実際にどのように化学物質を
管理しているのですか？

化学物質に関してどのように
取り組んでいるのですか？

廃棄物はどのように管理して
いますか？

新規購入時、厳しくチェックされます。購入物
質は化学物質の成分別に集計されます。

２６種類に分別しています。できる限り最終
処分（埋め立て）を減らすようにしています。

環境活動のしくみは？
環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）のしくみの中で
運用しています。

法律を守ること ・・それに加えて

工場で使ってはいけない物質

製品に含まれてはいけない物質

ソニー独自
の取り組み

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

確認：職場委員（環境）

確認：職場委員（安全衛生）

MSDS

導入
申請書

MSDSをもとに確認

確認：環境汚染物質部会長
確認：安全衛生事務局

MSDS

導入
申請書

MSDSをもとに確認

MSDS

導入
申請書

承認：環境管理責任者
承認：総括安全衛管理者

MSDS

導入
申請書

購買登録

ファイル（原図）

電子データー化
（MSDS）

新規化学物質の導入（導入前に厳しくチェック）

全社で活用

OK OK OK

OK
NG

MSDS

導入
申請書

導入担当者

MSDSをもとに確認

NG導入禁止

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

MSDS記載内容の見方
MSDSの様式（JIS Z 7250）

1. 製品及び会社情報 ９. 物理的及び化学的性質
2. 組成、成分情報 10. 安定性及び反応性
3. 危険有害性の要約 11. 有害性情報
4. 応急措置 12. 環境影響情報

5. 火災時の措置 13. 廃棄上の注意

6. 漏出時の措置 14. 輸送上の注意
7. 取扱い及び保管上の注意 15. 適用法令

8. 曝露防止及び保護措置 16. その他
注： 1） 平成13年1月1日以前のMSDSは旧様式のものがある。

2） 発行対象物質以外の場合は書式が異なる場合がある。
3） 海外で発行されたMSDSは書式が異なる場合がある。

＜対象物質が単一の化学物質の場合＞
対象物質の名称、政令上の号番号、種類

＜対象物質が製品である場合＞
製品名、含有する対象物質の名称、政令上の号番号、種類、含有率（有効数字２桁）
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実際に使っているＭＳＤＳ実際に使っているＭＳＤＳ

デモンストレーションデモンストレーション

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

リスクコミュニケーション

実際にどのように化学物質を
管理しているのですか？

化学物質に関してどのように
取り組んでいるのですか？

廃棄物はどのように管理して
いますか？

新規購入時、厳しくチェックされます。購入物
質は化学物質の成分別に集計されます。

２６種類に分別しています。できる限り最終
処分（埋め立て）を減らすようにしています。

環境活動のしくみは？
環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）のしくみの中で
運用しています。

法律を守ること ・・それに加えて

工場で使ってはいけない物質

製品に含まれてはいけない物質

ソニー独自
の取り組み

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

20.9
18.2

14.1

10.0
6 .7

1 .2

29.0

98.3%
93.2%

88.5%
84.3%82.0%81.0%

74.0%

0.0

20.0

40.0

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

基準年度

t／百億円

0.0%

50 .0%

100.0%

ﾘｻｲｸﾙ率

排出物（２００４年度全社） ２００４年 ４月～１２月累計

排出物内訳（トン）

1739

19107
リサイクル

リユース

廃棄物

紙, 34, 2%
その他, 46 , 3%

金属くず, 69 ,
4%

廃木材, 75 ,
4%

基板くず, 100 ,
6%

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ,
481 , 28%

ダンボール,
934 , 53%

リサイクル
１７３９トン

リサイクル内訳リサイクル内訳

リール, 95 ,
89%

トレー, 12 ,
11%

リユース
１０７トン

２００３年度

廃棄物内訳廃棄物内訳リユース内訳リユース内訳

グリストラップ,

3.0 , 14%

引火性廃油,
0.6 , 3%

一般可燃ゴミ,

14 .7 , 69%

浄化槽汚泥,

3.0 , 14%
廃棄
２１トン
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2004年度 月度排出物実績
廃棄物推移

99.4% 98.9%99.3%

98.2%

99.1%99.1%99.3%

97.1%

99.0%

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

’４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

排出量（ｔ）

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

廃棄物（ｔ）

リユース（ｔ）

リサイクル（ｔ）

ﾘﾕｰｽ･ﾘｻｲｸﾙ率の推移(%)

目標：98％ 以上

リサイクル率

廃棄物および総排出量（原単位）

93.484.2 83.387.8

84.7
90.5

87.7
80.0

98.1

1.00

0.540.51

0.92

1.80

2.43

0.63
0.80 0.70

0

20

40

60

80

100

’４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

総排出量
ﾄﾝ/百億円

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

廃棄量
ﾄﾝ/百億円

総排出量原単位

廃棄物原単位（ｔ/百億円）

目標：1.48ﾄﾝ／百億円 以下

目標：88.2ﾄﾝ／百億円 以下

リサイクル率（％）

総排出量

廃棄物量
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排出量(分類別)

0

50

100

150

200

250

300

'04／4 5 6 7 8 9 10 11 12 04／1 2 3

トン その他

グリストラップ（美濃加茂浄化槽）

浄化槽汚泥（美濃加茂浄化槽）

蛍光管 （４０Ｗ）

引火性廃油（アヅマ商会）

埋立 （寿和）

一般可燃ゴミ （小森）

リール(リﾕｰｽ）成本

トレー(リﾕｰｽ) 成本

リール(リﾕｰｽ) 日邦

食用油

ＬＬパック（自販機）

紙カップ（自販機）

生ゴミ （小森）

空き瓶（小森産業）

空き缶（小森産業）

一般廃油

廃ﾊﾟﾚｯﾄ類（小林三之助）

鉛付着ｳｴｽ（大相）

廃プラ（ﾏﾃﾘｱﾙ東海）

廃プラ･金属（日鉱敦賀）

廃ﾌﾟﾗ（山冶紙業）

廃ﾌﾟﾗ（知多E&M･RDF）

発泡ｽﾁﾛｰﾙ(日立）

発泡ｽﾁﾛｰﾙ(ﾘﾓﾈﾝ）

基板くず(三光金属)

半田くず(ｿﾙﾀﾞー ｺｰﾄ)(三光金属)

機密書類（三佳）

金属くず（山春商店）

OA紙・リサイクル紙（山春商店）

ダンボール（山春商店）

分類別の排出量

ダンボール

ビニール、
プラスチック

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

リサイクル・リユースされないもの

２００４年度廃棄物（ﾘｻｲｸﾙ・ﾘﾕｰｽされないもの）量

2.4

1.4
1.7 1.6

3.8

1.6 1.6 1.8

5.4 166.8

242.3

263.7

203.9

182.5177.6

199.4187.5

221.9

0.0
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3.0

4.5

6.0

7.5

9.0

'04／4 5 6 7 8 9 10 11 12 05／1 2 3

重量（ﾄﾝ）

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

廃棄物(ﾄﾝ)

リサイクル+リユース(ﾄﾝ)
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リサイクル・リユースされないもの

２００４年度廃棄物（ﾘｻｲｸﾙ･ﾘﾕｰｽされないもの）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

'04／4 5 6 7 8 9 10 11 12 05／1 2 3

（トン）

グリストラップ

浄化槽汚泥

引火性廃油

埋立

一般可燃ゴミ

平均1.5トン程度

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

廃棄物廃棄物

廃プラスチック廃プラスチック

ビニールビニール

収集運搬収集運搬

契約業者契約業者

中間処理中間処理

燃料燃料
（セメント）（セメント）

サーマルリサイクルサーマルリサイクル

最終処分最終処分

灰はセメント灰はセメント
材料材料

埋め立て処分ゼロ埋め立て処分ゼロ

廃出物に対する考え方廃出物に対する考え方

ここまでやっていればリサイクルのカウントだが・・

ここまで考えています

廃棄物廃棄物

残さい残さい
（生ゴミ）（生ゴミ）

リサイクルリサイクル

堆肥堆肥

廃棄物廃棄物

食堂廃油食堂廃油

（てんぷら油）（てんぷら油）

リサイクルリサイクル

軽油軽油

リサイクル後の扱いについても考えています

食堂関係のリサイクル（100%リサイクル）

Sony EMCS Corporation Minokamo TEC

ソニー独自
の取り組み

リスクコミュニケーション

実際にどのように化学物質を
管理しているのですか？

化学物質に関してどのように
取り組んでいるのですか？

廃棄物はどのように管理して
いますか？

新規購入時、厳しくチェックされます。購入物
質は化学物質の成分別に集計されます。

２６種類に分別しています。できる限り最終
処分（埋め立て）を減らすようにしています。

環境活動のしくみは？
環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）のしくみの中で
運用しています。

法律を守ること ・・それに加えて

工場で使ってはいけない物質

製品に含まれてはいけない物質

ソニーイーエムシーエス㈱美濃加茂テック。
化学物質
リスクコミュニケーション

ご説明を終了させていただきます。


